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◎基本政策5  環境の保全と快適で安全なまちづくり
戦略シート（事業計画）
の最新版はこちら

▶ �区内の交通事故死傷者数については、令和２年に
過去最少となったものの、３年、４年は２年から増
加しており、交通安全の確保が求められています。
そのため、区では、だれもが安全に通行できるよ
う、道路環境の整備を行っています。また、自転
車が関連する交通事故死傷者数の割合は増加傾向
であることから、自転車利用者に対して交通ルー
ル・マナーの周知徹底を図る必要があります。

▶ �新型コロナウイルス感染症の影響により、感染リス
クの低い交通手段としての自転車利用や自転車宅
配サービスの利用増加など、交通需要に変化が生
じています。

▶ �令和４年４月に道路交通法が改正され、５年７月
からは一定要件を満たす電動キックボード等が新
たな車両区分である「特定小型原動機付自転車」
に位置付けられました。

▶ �拠点間ネットワークの充実と公共交通不便地域の
解消等を図るため、平成19年度から運行を開始し
た文京区コミュニティバス「Ｂーぐる」は、令和３
年度に本郷・湯島ルートを加え、現在３路線で運
行しています。

▶ �新型コロナウイルス感染症の影響によりＢーぐるの
利用者数は減少したものの、現在は、回復傾向に
あります。

▶ �区内には狭隘道路が多く、コミュニティバス車両の
通行が困難な公共交通不便地域が存在しています。

▶ �自転車シェアリングの利用者は増加しており、公
共的な交通手段として定着しつつあります。また、
更なる利便性の向上に向け、複数事業者と協定を
締結しています。

・・ �第11次文京区交通安全計画（令和３年度～令和７年度）
・・ �文京区自転車活用推進計画（令和４年度～令和13年度）

①�区内の交通事故死傷者数と自転車関連率

　近年、区内の交通事故死傷者数は増減を繰り返してい
ますが、令和４年は前年より24人減少しました。中でも、
自転車が関連する交通事故死傷者数の割合は、全体の約
４割を占めています。

②�Ｂーぐるの１日当たり利用者数

　Ｂーぐるの１日当たりの利用者数は、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により減少に転じましたが、千駄木・
駒込ルートでは1,200人台、目白台・小日向ルートでは
1,100人台まで回復しました。また、本郷・湯島ルートの
利用者数も増加傾向にあります。
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 関連する主な計画等

 関連データ

交通安全対策の推進と 
移動手段の利便性の向上

主要課題

No.52

 課題解決に向けて取り組むべきこと
・・ �交通事故のない地域社会を目指して交通安全対策を強化する必要があります。特に自転車利用者に対す

る交通ルール・マナーの周知・啓発に向けた取組を強化するとともに、新たな車両区分である特定小型
原動機付自転車に対しても安全な利用に向けた取組を実施する必要があります。

・・ �だれもが安全に通行できる道路環境を確保するため、定期・一時利用の配分の更なる適正化を含めた放
置自転車対策を推進するとともに、コミュニティ道路等の道路整備を推進する必要があります。

・・ �Ｂーぐるについては、利用者の動向に注視しながら、公益性と経済性のバランスや採算性に配慮した
サービスの提供が求められており、自転車シェアリングについては、利便性向上が求められています。

・・ �公共交通不便地域の解消や、福祉的視点・観光的視点での交通課題に対応するため、社会情勢や交通
システムの進展等を踏まえた上で、多様な公共交通手段の可能性について研究を行う必要があります。

0

100

200

300

400

500

600
（人）

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0
（％）

令和元平成30 32 4年
自転車関連率

資料：警視庁交通年鑑（警視庁）

交通事故死傷者数

454

32.6

457

34.1

405

27.9

38.6 37.4

508 484

４年後の
目指す姿

　コミュニティバスや自転車シェアリング等の利便性が高まるなど、だれもが気軽に利用でき
る便利な移動手段の充実が図られている。一方で、道路の安全性が向上するとともに、交通安
全意識の向上が図られ、区内の交通事故死傷者数が減少を続けている。

●交通安全意識の向上
　交通安全協議会の構成団体等との連携の下、区民の交通安全意識を高めるための啓発活動を推進します。また、高
齢者や子どもの交通安全対策のほか、自転車利用者の交通マナー向上等、総合的な自転車対策を重点的に進めます。

●道路の安全性の確保
　だれもが安全に通行できる道路環境を確保するため、放置自転車対策やコミュニティ道路整備、バリアフリー
化等を推進します。また、毎年実施している通学路の安全点検を継続するとともに交通管理者等と連携し、適切
な交通安全対策を進めます。

●移動手段の利便性の向上
　区内の移動手段の利便性向上に向け、利用者のニーズも踏まえた既存事業の拡充等に取り組むとともに、公共
交通不便地域の解消に努めます。

 計画期間の方向性

 手段（当初事業計画）

事業
番号 計画事業（所管課）

年次計画 令和６年度
事業費（千円）令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

189 交通安全対策普及広報活動
［　　　　管理課　　　　］

15,821

190 総合的な自転車対策
［　　　　管理課　　　　］

232,971

191 コミュニティ道路整備
［　　　　道路課　　　　］

48,943

145 バリアフリーの道づくり
［　　　　道路課　　　　］

249,557

192 交通安全施設の整備と維持
［　　　　道路課　　　　］

188,087

193 コミュニティバス運行
［　　　　区民課　　　　］

316,096

194 自転車シェアリング事業
［　　　　管理課　　　　］

366

【行財政運営の視点】
　大塚・千石・白山地区の公共交通不便地域を対象に、多様な公共交通システムの導入について調査を行うこと
で、様々な可能性を検討します。

▶�▶�交通安全普及広報活動　等交通安全普及広報活動　等
▶�▶�交通安全協議会の開催、交通安全協会への補助交通安全協議会の開催、交通安全協会への補助

▶�▶�自転車TSマーク取得費用助成(令和８年度まで)自転車TSマーク取得費用助成(令和８年度まで)
▶�▶�自転車用ヘルメット購入補助(令和７年度まで）自転車用ヘルメット購入補助(令和７年度まで）
▶�▶�駅周辺放置自転車の整理及び撤去等、自転車駐車場管理運営駅周辺放置自転車の整理及び撤去等、自転車駐車場管理運営
◎春日自転車駐車場の駐輪設備更新◎春日自転車駐車場の駐輪設備更新（令和６年６月）（令和６年６月）
	 ◎後楽園自転車駐車場の駐輪設備更新	 ◎後楽園自転車駐車場の駐輪設備更新（令和７年度）（令和７年度）

	 ▶�	 ▶�コミュニティ・ゾーン整備 コミュニティ・ゾーン整備 
（向丘・弥生・根津・千駄木地区）（向丘・弥生・根津・千駄木地区）

▶�▶�コミュニティ道路の路線整備　　コミュニティ道路の路線整備　　

▶�▶�生活関連経路（区道）のバリアフリー整備工事（350ｍ／年） 生活関連経路（区道）のバリアフリー整備工事（350ｍ／年） 
（坂下通りバリアフリー整備等）（坂下通りバリアフリー整備等）

▶�▶�通学路の点検・安全対策（スクールガード巡回での合同点検）通学路の点検・安全対策（スクールガード巡回での合同点検）
▶�▶�交通安全施設（ガードレール等）の整備・維持交通安全施設（ガードレール等）の整備・維持
▶�▶�自転車通行空間の整備　自転車通行空間の整備　

▶�▶�「千駄木・駒込ルート」「目白台・小日向ルート」「本郷・湯島ルート」の運行 「千駄木・駒込ルート」「目白台・小日向ルート」「本郷・湯島ルート」の運行 
（運行補助、利用促進、Ｂーぐる沿線協議会）（運行補助、利用促進、Ｂーぐる沿線協議会）
▶�▶�一部車両更新（令和６年度）一部車両更新（令和６年度）

▶�▶�自転車シェアリング事業 自転車シェアリング事業 
（広域連携区との相互乗り入れ、サイクルポートの拡充、 （広域連携区との相互乗り入れ、サイクルポートの拡充、 
複数事業者との連携等）複数事業者との連携等）

第11次文京区交通安全計画第11次文京区交通安全計画

文京区自転車活用推進計画文京区自転車活用推進計画

第12次文京区交通安全計画第12次文京区交通安全計画
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